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fbatdak nadapaum aadata fadaum saiziz
緩く掘ると大きくない芽が幾らかの塊になり、良い塊はサイジーに成る。

(枕詞)

baatdar aadar sazi nadafaaazi aaazi
纏められた農地は幾らかの農地だが可能性が集まった。
長期でない可能性も幾らか可能だった。

daaaar nadaaatdar aadata sand fab
支配農地や支配されていない農地は幾らかの家の国土で、遠い人だった。

kaatb aadar aaaum aaazi aaazi aada
海岸の国の幾らかの農地は任せたが、幾らか可能であった。
幾らかの可能性は別にもあった。

nadaqaum aadatadatab k aaazi fadaum
無自立家は、暫くは家の人で後に幾らか可能になった辛い家だった。

baafand aadar fadazi dafaum sazi
まとめる支えは幾らかの農地で、辛い任務だが、豊かな希望で集めが可能だった。

dafaadaum nadasand aadazi badazi sazida
長期の家は争いが無く、幾らかの任務は任務に従い、纏まる可能性は小さかった。

bbatdar aadar aadaum daqb sazda
無駄でない農地は空地で、幾らかの家は統治され、纏まる可能性は小さかった。

bada undar batdaumsazi dafaadasb daum
約束で戻った農地には、多くの家が集まることができ、長期発展の家だった。

bsar aadaum fadazi
定まった土地は空き家であり辛い任務だった。



Beinecke MS 408   3r-02

paatdaum badata kdaumk batdaum batb
大半の家は、何か月か後には家の後が豊かな家に変化していた。

dabdasand nadaqaadar nadakaadasazi dafab
自立の争いで自立的で無い農地には、小さく無い海岸の出入りは可能だった。
が、少し辛かった。

nadaqttb nadafbatb nadaqdasb nadaqbatb aatdasb
管理されない国は豊かで無く変化し、ナダクダ国は無自立で変化し成長した。

aadar nadasair daqttb nadaqttb
幾らかの農地は出入りの無い所で、統治国や無統治国であった。

fbatdadrdazi baar dar aadar daumaakb aaazi dafaaazi dapdarar
しっかりした小さな土地での任務は、土地に沿って農地や空地の家を幾らか保つ
幾らかの任務で、長期の任務だった。広い農地や土地であった。

daftdaum aadaum k aatdaum tqbab nadaqtazi nadaqata sand kdatattz
貧しい家の幾らかの家は後に家を追加した。生まれた領土は管理しないのが任務
だった。無自立家の国土は、後は時間の問題だった。

kdatdazi daqtdazi bftdasb nadaqttdasaum kazi
しっかりした任務は管理の任務で、新しくない成長で自立なく集まった出入りの
希望は後に可能となった。

paatdaumsazi badasand nadapaadar nadapdaum dapaadaum nadafb dafdaumdazi
大半の家を集める役目は、出入りに従ってであり、多くの農地では無かった。
大きく無い家は多くの家では争わず、豊かな家になるのが務めであった。

dafaadar daumaatdar nadatdar sair nadaftdaum nadakand aadar fab
長期間の農地には家に農地を加え、表面的で無い農地には日光で貧しくない家となった。
強くはないが幾らかの農地は遠い人であった。

baatdar aadaum dasand aadaum kand daqdaum dar azi
纏められた農地では幾らかの家が争い、幾らかの家は後ではあるが
自立の家と農地が可能だった。


